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要　旨　本研究の目的は，モザイクアプローチを援用して行った写真投影法の実施が，子ど
もたちの遊びや保育者にどのような影響を及ぼしたのかを検討することであった。その結
果，写真を使用したことにより，子ども一人ひとりの遊びへの思いを理解することができ，
その後の遊びの展開における援助に影響を及ぼしたことがわかった。
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Ⅰ．問題と目的

　河邉（2005）は，「子どもの主体性が尊重され，
しかも発達に必要な経験が積み重ねられるよう
な保育を展開するためには，まず，子どもを理
解することから始めなければならない」と述べ
ている。これは保育者にとってあたりまえのこ
ととして認識されている。では，保育者はどの
ような行為を経て，子どもを理解しているのだ
ろうか。そして，「私は子どもを理解して保育
を展開している」と自信を持っていえる保育者
はどのぐらいいるのだろうか。本研究は，この
ような保育の基盤に関わる問題意識に基づいて
いるものである。
　1980年代後半から，発達心理学などの子ど
もに関わる研究領域において，「子どもの声

を聴く」という新たなパラダイムへの移行
が生じたことが指摘されている（Dahlberg
＆Moss, 2005）。幼児教育の分野においても，
レッジョエミリアアプローチにおける子どもの
100の言葉等を先導に「子どもは，その言葉を
聞く価値のある存在である」という認識がなさ
れ，子どもの声を聴きとる手法が提起されてき
ている（Dahlberg＆Moss, 2005）。
　本稿では，その中の一つとして，Clarkら
（2001）によるモザイクアプローチに着目した。
これは，子どもたち一人ひとりが意思決定者で
あり，生活の主体として存在しているという観
点から，子どもたちの思いを聴くための様々な
手法を組み合わせて保育実践に反映させるアプ
ローチである。具体的には，子どもの行動観
察，施設に対する考えを聴きとるための子ども
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育の構想（計画），②保育実践，③保育記録，
④保育カンファレンス（評価）という位置づけ
になると考えられる。この循環において，写真
投影法は，②保育実践と③保育記録の間に入
り，③保育記録，④保育カンファレンスに影響
を与え，①保育の構想にもつながっていくこと
が推測される。
　これらの先行研究を参考にしつつ，本研究で
は，保育者が子どもの声を次の保育の構想につ
なげることを主眼に置く。そのため，以下の観
点を新たに加えて写真投影法を実践した。ま
ず，クラスの集団遊びを対象にすることで，同
じ活動における一人一人の子どもの意識の違い
に関心を向ける。次に，個々の子どもたちが撮
影した写真を見ながら，担任保育者が筆者との
カンファレンスを通して，どのような子ども理
解をしたのか，そしてどのように次の保育の構
想をしたのかを確認する。最後に，写真投影法
の前後の遊びを観察することによって，写真投
影法が実際の保育実践にどのように影響を与え
たのかを検討する。
　つまり，特定の遊びに対して個々の子どもた
ちの関心を知るために写真投影法を用い，その
後の遊びの展開を検討するアクションリサーチ
を行った。そして，写真投影法の実施が保育者
の子ども理解や子どもたちの遊びにどのような
影響を及ぼしたのか検討することを目的とす
る。

Ⅱ．方法

１．観察対象と期間
　本研究では，K県内にある公立のN幼稚園の
５歳児クラス（にじぐみ），そして担任の I 保
育者を対象とした。N幼稚園は，３歳児から５
歳児までの幼児が在籍しており，３歳児１クラ
ス，４歳児２クラス，５歳児２クラスの全５ク
ラスである。にじぐみを対象としたのは，カメ
ラを扱うことのできる年齢であり，子どもたち
が自分の思いを言葉で表現できると思われるこ
と，また，筆者が前年度から子どもや保育者と
関係を築いており，実践を行いやすいと考えた

へのインタビュー，子ども自身が施設の環境を
撮影した写真，その写真をもとにした施設内の
ツアーやマッピング，施設での生活に関して小
さなおもちゃを使ったロールプレイ，保護者へ
のインタビューから得られた情報などが挙げら
れている（Clark＆Moss, 2011）。
　近年では，モザイクアプローチを援用して保
育環境を分析し，その後の保育実践を改善した
研究が散見される。Duncanら（2014）は，一
つの幼児教育施設が家族を含めた地域とどのよ
うに繋がるのかを検討した。そこでは，子ども
の声に加えて，子どもの送迎時における保護者
の動線をビジュアル化した観察データ，さらに
は保護者へのインタビューや保育者，研究者の
視点等，複数の情報を組み合わせて精妙な分析
がなされている。また，Moore（2014）も，屋
外における子どもの秘密の遊び場を検討するに
あたり，モザイクアプローチを援用して，子ど
もに対するインタビューを軸にした分析を行っ
ている。
　日本においても，子どもの声を聴くことの
重要性が認識され（森，2016），その方法とし
てモザイクアプローチが紹介されている（秋
田，2016）。そして，子どもが施設の環境を撮
影した写真を使用する写真投影法を軸にして，
子どもの遊びを検討した研究が行われている。
宮本ら（2017）は，複数園の４，５歳児を対象
にデジタルカメラを渡し，好きな遊び場を各３
枚ずつ撮影した写真を使用した。そして，その
写真をもとに子どもたちに対して個別にその場
所の名称，好きな理由や遊びの内容などをイン
タビューした後，カテゴリー分類を行い，遊び
場に関して園間での比較検討をした。その結
果，園内環境が類似している園でも，子どもの
好きな遊び場には差異が見られたことを明らか
にしている。
　ここで，保育実践のプロセスに照らして，子
ども理解の位置づけを確認する。砂上（2016）
は，子ども理解を深める方法として，先行研究
を通覧して，保育記録と保育カンファレンスの
重要性を述べている。これらを今井（2009）の
いう保育実践の循環の中で考えるならば，①保
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ためである。
　本稿では，2016年５月から７月の期間を対象
とした。写真投影法を実施したのは，2016年６
月14日であり，前後の観察結果を含めて検討し
た。なお，にじぐみは18名の子どもで構成され
ているが，写真投影法の当日は３名が欠席した
ため，15名（男児11名，女児４名）を対象とし
た。

２．観察方法と研究の手順
　写真投影法の前後に行った観察は，子どもた
ちの生活や遊びをビデオで録画し，適宜文字に
起こして記録した。写真投影法で子どもたちに
投げかけた質問は①「にじぐみのお部屋の中で
一番好きな場所やいつも遊んでいるところはど
こか」，②「にじぐみのお部屋の中で変えたい
な，変えてほしいなと思うところはどこか」の
２つとした。質問内容を場所や環境にしたの
は，常にそこにあるものであり，目に見え，比
較的安定しているためである。さらに，河邉
（2004）もいうように，子どもたちの遊びにお
いては場やモノなど環境が重要な意味を持つこ
とが多いため，遊びの中での「子どもの声」を
聴き取るために環境に注目した。
　研究の手順は以下のとおりである。

（１）子どもの遊びの様子と保育者の援助，環
境構成などを継続的に観察する。

（２）自由時間中に子どもに保育室内の写真を
撮らせると共に，写真を見ながら子どもの
思いなどを聴き取る。

（３）子どもが撮った写真と聴き取り結果を記
録にまとめる。

（４）記録した表や写真を資料として提示しな
がら，保育者とのカンファレンスを行う。
その際， I 保育者の一人一人への印象や今
後の遊びの展開，環境構成の構想などを聴
きとる。

（５）再び子どもたちの遊びの様子と I 保育者
の援助，環境構成などを観察し，実践への
影響について検討する。

３．写真の整理について
　先の研究の手順（３）について，次に述べる。
　まず，子どもたちが撮った写真を一つ一つ撮
影箇所に分け，分類し，個人ごとに撮った写真
と聴きとった結果を表にまとめた。写真を通し
た子どもへの聴き取り結果はビデオを複数回視
聴し，可能な限り子どもが発した言葉のままで
書き起こした。
　こうして作成した資料をもとに， I 保育者と
の話し合いを行った。

Ⅲ．結果と考察

１．写真投影法の前の遊びについて
　次に示す事例１から４は写真投影法を行う前
の５月10日から24日の間に見られたものであ
る。なお，事例に出てくる名前はすべて仮名で
ある。
＜事例１　テントづくりの計画（５月10日）＞

　自分たちが作りたいテントをみんなで決
めている。 I 保育者は何のテントをどこに
置くのかを子どもたちと話し合いながら黒
板に書いていく。「ぼくはおばけてんと！」
と元気のよいあき。みんなが決まっていく
中で，しろうはなかなか作りたいテントが
決まらない。かいとに「なにがしたいん？」
と聞かれ，ふたりでこっそり話している。
しばらくして，「ひこうき，かいととふたり
でつくる！」と大きな声で I 保育者に伝え
る。他のクラスの子どもたちのテントがな
いことに気づいただいきが「せんせい，ほ
てるつくってよ！」と言う。おばけテント，
おかしテント，おかねテント，ひこうきテ
ント，きらきらテント，ホテルを作ること
が決まった。
　 I 保育者も子どもたちも全員の作りたい
テントが決まり，お互いに顔を見合わせな
がら，わくわくしている様子である。
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＜事例２　テントづくり（５月10日）＞

＜事例３　イルカプールをつくる（５月17日）＞

　それぞれのテントごとに集まって，どん
なテントにしようか話している。画用紙で
作った小さいテントに，飾りを貼ったり，
色鉛筆で絵を描いたりしてテントを作って
いく。画用紙のテントを囲んで話している
たいし，いろは，あき。「テントの中にもお
ばけ！」とあきが中に絵を描く。それを見
たたいしが，「てうじゃうじゃおばけー！」
と黒の色鉛筆で描いていく。キラキラテン
トでは，真剣な表情で金色の折り紙を切っ
ている。折り紙がなくなると，はるたかが
画用紙の入った箱の中をじっくりと見なが
ら出しては入れ，出しては入れを繰り返す。
　その後，出来上がったテントをみんな
の前で発表した。 I 保育者が「おすすめ
は？」と聞くと，「はいったらな，すごく
こわいんで！」とあきがにこにこしながら
話す。子どもたちは，「こわくないよ！」
「えぇー！！」と楽しそうに聞いている。み
んな少し恥ずかしそうに笑いながらも誇ら
しげに話していた。

　テントの中心に置く予定のイルカプール
を作っている。それぞれ机に分かれて，紙
に青と水色のマジックで波を描いていく。
I 保育者は「好きなように描いてねー」と
言いながらみんなの様子を見ている。ぐる
ぐる波，ゆらゆら波，くねくね波，まっす
ぐ波などたくさんの波が紙の上に描かれて
いく。描きおわると， I 保育者が「魔法の
水をかけるよー！」と水を吹きかけて，に
じみ絵をする。最初は何も変わらず，「なん
もかわらんー。」とつまらなそうなしろう。
すると，じっとみていたゆうとが「まじっ
くがうごいてる！」と大きい声で言う。み
んな口々に「どこどこ？」「ほんとや，なみ
がうごいとる！」「かいてないところからで
てきた！」などと指さして驚いている。
　その後，保育室の真ん中に段ボールでイ
ルカのプールを作る。 I 保育者が「たくさ
んの水になるようにしてなー。」と声をかけ
ながら，広告や新聞紙を配る。子どもたち
はいっぱいにしようと何度もちぎったもの
をプールの中に入れに行く。イルカプール
がいっぱいになってくると，数人ずつ一緒
に入って遊ぶ。お互いにかけあったり， I
保育者が上からかけたものが落ちてくるの
を楽しんだりしている。終わった子からは
「もう一回！」「ぼくもかける！」と声が聞
こえてきた。

＜事例４　テントであそぶ（５月31日）＞

　おばけテントの周りに子どもたちが集
まっている。特にしおん，しろう，たい
し，そうはおばけテントに一番近いところ
で見ながら話している。「これがあきくんの
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２．子どもたちの撮影した写真
　テントづくりを開始して約１ヶ月後の2016年
６月14日に写真投影法を行った。この時点で子
どもたちはテントを作り終え，それらで遊ぶ姿
が見られていた。下記に写真投影法による一人
一人の子どもの結果を示す（表１）。
　質問①，②共にテントを映した写真が多かっ
た。この事から，子どもたちがテントに大きく
関心を寄せていることがわかる。テント作りの
際，真剣に作り込む姿やできた喜びを感じてい
る姿が多く見られており，その思いや体験が今
回の写真投影法の結果に表れたのではないだろ
うか。次に，その内訳を見ると，質問①では自
分が作ったテント，質問②では自分が作った以
外のテントが多く撮られていた。また，テント
の中に入って撮ったり，近づいて壁に貼ってあ

るものを撮ったりと，一人一人撮る姿は様々で
あり，同じ場所を撮った写真でもその中に込め
られた子どもの思いは異なることが分かる。
　また友達の存在が影響している部分が質問
①，②共に見られた。質問①ではいつも遊んで
いる友達の写真を撮った子どもがいた。「モノ
や場所を撮ってね」と訂正すると，その友達と
遊んでいる場所を撮りに行った。「○○くんと
ここで遊ぶんよー」という言葉からも，好きな
場所に友達が関わっていることがわかる。質問
②ではおままごとの写真を撮った子が，聴き取
りの際に，「したい子もおるからな」「ぜんぶな
くすのはだめ」などと答えており，自分の思い
だけでなく友達へと思いを向けていると感じら
れる。
　続いて，聴き取りの結果に着目する。質問②
での，そうが普段遊ぶことの多いイルカプール
を撮った理由が印象的だった。それは「楽しい
から，もっと楽しくしてほしい！」というもの
である。「嫌だから変えたい」という消極的な
思いだけではなく，「楽しいからもっと」とい
う積極的な思いがあることに気が付いた。この
ような思いに気付き，普段のかかわりや遊びの
中におり混ぜていくことで，子どもの思いと遊
びを支えていくことができるのではないだろう
か。
　これらの結果から，写真そのものだけでな
く，撮る過程や子どもへの聴き取りから子ども
たちの思いが見えたように感じる。また，聴き
取りの際には，子どもたちが自分の撮った写真
を見て発言をすることもあり，今回の写真撮影
は，子どもたちの思いや言葉を引き出す一つの
手段ともなったと考えられる。そして，話して
くれた言葉の数々の中にも子どもたちの思いに
近づくキーワードがあった。

３．担任保育者との話し合いから
　写真投影法を行った結果をまとめた後，６月
21日に I 保育者との話し合いを行った。
　 I 保育者は質問①の結果には，大きく分け
て，『安心』と『認めてほしい，気付いてほしい』
という二つの思いが込められているのではない

で・・・」とおばけの飾りを触りながらしおん。
「それはしおんくんの。」とそう。そうはも
う一つの飾りに手を伸ばしている。後ろで
見ていたことみとねね。ことみはおばけテ
ントのひもを引っ張って，ねねと顔を見合
わせて笑っている。たいしもしおんが動か
すおばけに合わせて「ぐおー！」と声をあ
げる。そんな中，しろうが「おばけテント
の中はー。」と言いながら中をくぐっていく。
すると，かいとが「かってにはいらんとい
てー！」と大きい声で言う。たいしやそう
も「しろうくんだめやで。」と口々に言いだ
した。反対側から出てきたしろうは「こわ
くないわー。」と得意げな顔で出てくる。
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かと語った。『安心』は，例えば，あきの「こ
こが一番いい場所。安心する」という言葉から
気付いたと話しており，好きな場所と安心感は
つながっていると捉えていた。この『安心』に
ついては，今後遊びの中で大切にしたい所であ
り，必要な空間であるとも話した。

　また，『認めてほしい，気付いてほしい』に
ついては，テントにこだわりを持って作ってい
た子ほど，近くから撮っていることを I 保育者
が指摘し，達成感や満足感，こだわりが写真に
表れているのだろうと推測した。また質問②の
結果から， I 保育者は，おままごとを撮ってい

表１　個人別の写真撮影場所と聴き取りの結果

名前 好きな場所 理由 変えたい場所 理由

たき
イルカプール
（イルカ）（中）

イルカプールになっと
るけん。 おままごと 嫌いだから。いつも遊んでい

たけど飽きた。
おかしのテント

ねね おかねのテント 文字が書いてる色がす
き。色がかわいい。 ラック そとでしいたらいいと思う。

じゃま。

ことみ キラキラのテント キラキラがきれいだか
ら。

あき おばけのテント
（おばけ）

ここが一番いい場所。
安心する。

おばけのテント
（中のテープ）

ここにテープが張ってあるの
が嫌だ

なぎ キラキラのテント
（ちょうちょ）

ちょうちょがきれいだ
から。

しろう イルカプール
（全体） 遊べるから。 キラキラのテント

（ひらひらのひも）
キラキラチームにはこんなん
があるから。（ひものこと）

いろは ホテルのテント
（カーテン）

リボンがかわいいか
ら。

おばけのテント
（飾りおばけ） こんなんはっとるけん。

たいし 友達 キラキラのテント
（トイレ） だって汚いから。

しゅん 友達
たか おばけのテント

だいき

黒板近くのミニ机
の下

かくれんぼの時はここ
に隠れている。 タオルのところに

ある先生の袋
なんか袋があったら調子でな
い。

おかねのテント 自分で作った。
テープとメロン メロンがすき。
外（色水・野菜）

ゆうと 黒板近くのミニ机
の下

だいき君と一緒に隠れ
る。 おままごと おままごとされるけん嫌い。

そう

レゴ いつも遊んでいる。
イルカのプール
（全体）

楽しいけんもっと楽しくして
ほしい。

かるたで遊んでい
るみんな

なんか楽しそうだった
から。

ブロック いつも遊んでいる。

かいと

ひこうきのテント
テント大好きやもん。
おばけが大好きだか
ら。

外しかない どこが嫌かは今言いたくな
い。

ホテルのテント
おばけのテント
（おばけ）

げん イルカのプール キラキラのテント
（看板）
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る男の子が２人いたことに注目した。その際，
「おままごとが嫌いだから」という共通の理由
があったにもかかわらず，その二人には違った
感想を抱いていた。たきに対しては，「ずっと
おままごとで遊んできたからこそ，満足してき
たのだろう」と言い，ゆうとに対しては「普段
女の子に混ざっておままごとをしているけど，
最近はなぁ」と普段の様子を振り返り，「本当
はしたいけど，できなくなったのかもしれん
なぁ」と言った。これは， I 保育者が普段から
持っていた子ども理解の上に，写真投影法が重
なることで，子どもの思いに深く入り込むこと
ができたということではないだろうか。
　 I 保育者の気づきをまとめると次の３つであ
る。第１に，男の子と女の子での遊びの違いで
ある。５歳という年齢もあり，徐々に男女で遊
びが分かれつつある事を普段から感じていた。
今まで一緒にしてきた遊びでも，男子がしてい
る中に女子が入っていく事は少なくなり，反対
に女子がしている中に男子が入っていくことは
ほとんどない。特に，おままごとや戦いごっこ
など，子どもたちの中でも女の子の遊びや男の
子の遊びといった印象が持たれているようで，
入りたくても入れない思いがある事に改めて気
が付いた。クラス全体で，男女関係なく友達同
士で遊ぶ体験を大切にしていきたいと感じたと
のことであった。
　第２に，友達に思いを向けることである。多
くの子どもは自分が作ったテントや遊んで楽し
かった場所などを撮っていることから，自分の
体験に目を向けていることが多いと感じた。し
かし，テント作りにおけるねらいは，友達と一
緒に活動する楽しさを感じながら，お互いを認
め合うことであった。中には，自分のテント以
外を撮っている者，変えたい場所では他のテン
トにも目を向けている者もいることから，もっ
と広がっていくように次の保育のイメージを
持ったという。
　第３に，テントでの遊びの展開である。子ど
もたちの様子からは，テント作りを終え，作っ
た満足感からそこで気持ちが途絶えている子も
多いと感じていた。しかし，子どもたち自身が

撮った写真からまだまだテントへ関心が向けら
れていることを感じたという。そして，子ども
たちが認めてほしい思いや達成感を他の子が気
づく場を作るために，テントでの遊びを中心に
次の保育を構想するきっかけになった。
　写真投影法を通して， I 保育者は，写真や子
どもたちの言葉のみでなく，そこから普段遊ん
でいる姿やかかわり，また家庭などの背景にも
目を向け，子どもたち一人ひとりの思いを想像
していた。つまり，当たり前に理解していたと
思う子どもの姿も，写真と言葉を通すことで，
その理解を改めて確認し，明確になったと推察
される。「同じ写真を撮った子がいないように，
感じる思いや遊びは一人ひとり変わってきま
す」という I 保育者の言葉からは，一人ひとり
への理解の重要性を再認識したことが表れてい
ると考える。
　このように，子どもたちの写真や言葉は， I
保育者の想像を促すとともに，子どもの声を聴
く姿勢の中で次の保育を構想することにつな
がったと考えられる。

４．写真投影法の後の遊びについて
　写真投影法の後，担任保育者が構想した保育
が実際に展開されていく様子が見られた。

＜事例５　キャンプごっこへ（６月28日）＞

　みんなで水筒を肩にかける。 I 保育者が
電気を消して「さんぽ」の音楽をかけると，
子どもたちは「さんぽだー！」と歩き回る。
だいきが I 保育者の後ろに着いて歩いてい
ると，いつの間にか一人，二人と増え， I
保育者を先頭に一つの長い列ができる。し
ろうが列から離れて一人で歩きだすと，ね
ねやしゅんも列から離れて友達同士の列が
いくつもできていく。友達の肩に手を置い
て繋がったまま，テントの中を通ったりぐ
るぐる回ったりと，みんな口を大きく開け
て笑いながら楽しんでいる。音楽が止まる
と，自然とみんな真ん中に集まって座り込
む。「のどかわいたー！」という声をきっか
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けに，「乾杯しよっか。」と I 保育者もお茶
を持ってくる。コップをぶつけ合いながら，
保育室内に「かんぱーい‼」というみんな
の大きな声が響いた。
　みんなでお茶を飲んでいると，「バーべ
キューしたーい！」という子どもの声が聞
こえてくる。その言葉を聞いて， I 保育者
は「バーべキューしよっか！ごはん作れる
人作ってー！」と子どもたちに呼びかける。
しおん，たいし，かいと，しゅんが「つ
くってあげるー！」とおままごとセットの
ところに一目散に走っていく。あっという
間に，おままごとコーナーが子どもたちで
いっぱいになり，にじぐみのバーベキュー
が始まった。 I 保育者がテントの真ん中の
場所に大型積み木をかまど風に組み立てる
と，たきが走っておもちゃのろうそくをそ
の下に置く。どんどんその上にナスやニン
ジンなどの野菜やエビフライが置かれて，
子どもたちもその周りに集まり，「ジュー
ジュー」と言いながら焼いたり，お皿に盛
りつけたりし始める。ひたすら食べ物をの
せていくげん，「おさら，もってきて！」と
他の友達に言っているねね，フライパンの
上で何度も目玉焼きをひっくり返すなな，
I保育者に「できたよ！」と持っていくなぎ，

「おなかへったー！」と I 保育者の横で食べ
続けるあき。全員がそれぞれ楽しみながら
遊びの中に入っている。
　隅の方でかいとが積み木を組み立てだし
た。下にろうそくのおもちゃを持ってきて，
もう一つのかまどを作りだす。他の男の子
たちが集まって，積み木が崩れてしまうと，
「すみになる！」と急いで元に戻そうと直し
ている。
　いつの間にかおばけテントの中に男の子
たちが数人入り，食べ物を運んでいる。「ま
いどー！」と言いながらたいしがのぞき込
んでいる。たかが「このカレー，からっ‼
とうがらし入りや～」と口を大きくあけて
笑う。たいしがアイスを持ってきたときに

は，「ここにはれいぞうこないのに！」と顔
をしかめて，怒ったように言ったかと思う
と，次の瞬間にはみんなで顔を合わせて笑
い合う。普段，おままごとに関心のないか
いとまで夢中に遊んでいた。

＜事例６　すいか割りをする（６月28日）＞

　みんながテントに入って話していると
ころに， I 保育者が「スイカ持ってきた
よー！」と大きいボールに黒いテープを貼っ
たものを抱えて持って，みんなから見える
真ん中に置く。続けて，「スイカわりのルー
ルの仕方は知っていますかー？」と聞くと，
「しっていまーす！」「すいかわるんよ！」「め
かくしもするんで。」と子どもたちが口々に
話す。大きな声でルールを叫んだあきが最
初にスイカわりをすることになった。
　同じおばけテントの子どもたちは身体が
前のめりになりながら，叫ぶように「まえ
まえまえ！」とあきに呼びかけている。す
ぐにスイカにたどり着いて勢いよく棒を振
り下ろす。「あれー，われませんねー。」と
保育者がスイカを拾いに行くと，「だってか
たいもんなぁ。」としろうが言う。「じゃあ
ルールを決めようか。たたくのは一回だけ，
お友達が『そこだー！』って言ったらたた
くんよ。」「当たったら１点入るよ。おばけ
テントは今１点ね。」と保育者がルールを決
め，説明した。
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＜事例７　異年齢で遊ぶ（７月12日）＞

　 I 保育者が「今日はみんなで外でテント
で遊ぼうか」と何人かに聞こえる程度の大
きさで話しかける。ブルーシートを芝生の

　次の番はかいとになった。かいともまっ
すぐにスイカのところに行き，棒を振り下
ろす。ぽこんといい音が鳴り，みんなから
拍手が出た。続けて，みんな一斉に手をあ
げ，次は僕だというように「はい！」と大
きな声でアピールしている。次のたいしの
番では，みんなの「まっすぐ！」「まえ，ま
え！」の声が響く中， I 保育者が「違うよ，
うしろやで！」と言う。一瞬静まるが，す
ぐに「ちがうちがう！」とみんなの声がもっ
と盛り上がる。歩くたいしは口は笑いなが
らも，一歩一歩慎重に進んでいく。振り下
ろした先は，スイカではなく棚だったが，
みんな指をさしたり「こっちって言ったの
に」と笑っている。
　次からは最初に５回回ってから進むこと
になった。しおんは一歩目からどんどん左
に曲がっていく。みんなスイカの場所を教
えようとするが，「みぎ！」「まっすぐ！「ひ
だり！」といろいろな声が飛び交う。そし
て，そのままおばけテントの前で棒を振り
下ろし，目隠しを取って「あれー？」と首
をかしげて笑っている。どんどん人が変わ
るにつれて， I 保育者の間違った言葉をか
き消す声や子どもたちの言葉も大きくなり，
盛り上がっていく。スタートの位置を変え
たり，反対に向けてから始めの合図を出し
たりと，少しずつルールが変わっていく。
最後，次の番を決める時にはほぼ全員の手
が挙がっていた。

上に置き，部屋からみんなが作ったテント
を次々と持ってくる。あきは「ぼくがもっ
てくー！」と自分が作ったおばけテントを
一人で引きずりながらも端っこへと運んで
いく。数人の子どもたちが腕の中に大型積
み木を何個も抱えてどんどん運び込んで
きた。積み木を全部運んでくると，ブルー
シートの真ん中でななとなぎが真剣な表情
で斜めに立てている。ねねは大型積み木を
抱え，その様子を興味津々で見ている。し
ばらくして，全部のテントが立つと，その
テントの入り口からテントの入り口に積み
木をきれいに並べていく。
　おままごとの道具や机がたくさん運ばれ
る。しゅんは積み木を何個か抱え，キラキ
ラのテントの中に入っていく。入口より少
し中のほうに並べそれにもたれかかって座
り，そこから外の様子を見ている。４歳の
みうが近寄っていって入ろうとすると，小
さな声で「ここはぼくのへややけん，おお
きくなってからな」と真剣な顔で言う。み
うがどこかへ行った後も，しばらくその
ままテントの外を見ていたり，まったりと
寝転がったり，テントの中と外でおしゃ
べりしたりしている。「あき，きてやった
ぞ！」と３歳のはるたがやってくる。「ん，
じゃぁ，おばけやしきはいろ」とあきはお
ばけテントの中に入っていくと，その後に
はるたも続く。テントの中では，壁に背を
預けてから少しもぞもぞと動きちょうどい
い所を二人で探している様子だった。ぴ
たっと止まり二人並んで反対の壁を見て
座っている。あきが壁を指さしながら話し
かけると，はるたがじっとそこを見つめる。
お互いにうれしそうな顔をしたり，真剣な
顔をしたりといろいろな表情を見せていた。
しばらくして，先にあきが，その後にはる
たが続いて出てきて，後ろを追いかける。
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Ⅳ．総合考察

１．写真投影法と遊びの展開
　写真投影法の後に見られた遊びの展開には，
I 保育者の子どもたちへの関わりの変化が影響
しているだろう。先述したように I 保育者は写
真投影法によって子どもへの理解を深めてい
た。ここで重要なのは，理解が一人もしくは数
人に対してだけでなく，全員に対して深まった
ということである。その深まりは，遊びの提案
と援助の仕方の選択肢を増やしたのではないか
と考える。
　まず，遊びの提案とは写真投影法の後に行っ
たキャンプごっこのことである。 I 保育者はあ
らかじめ，作ったテントを使いクラス全体で遊
びたいと考えていたが，子どもの遊びの様子を
見てタイミングを計りかねていた。しかし，写
真投影法を通して， I 保育者は，自分が作った
ものを撮った子どもは，「誰かに知ってほしい，
紹介したい」という思いがあり，楽しい場所を
撮った子どもは，「楽しいから一緒に遊びたい」
という思いがある，そして，友達の様子を撮っ
た子どもは「仲間に入りたいけど勇気が出ない，
自分もしたい」という思いがあるのではないか
と読み取っていた。このような子ども全員への
理解を通し，元々持っていた「友達の中で」と
いうねらいを改めて明確にし，子どもの思いに
沿った遊びを考えられたのだろう。
　例えば，事例５にあるようにさんぽの音楽

をかけた場面では，自分だけのテントだけで
なく，他のテントにも目を向ける機会を作り，
バーベキューごっこでは男女関係なく，みんな
が遊べる場を作ることが意識されていた。そし
てキャンプごっこでは，子どもたちの間で友達
同士の関わりが生まれるように工夫がなされて
いた。これらのことは，写真投影法を通した子
ども全員への理解を踏まえた上での遊びの提案
だったと考えられる。
　次に I 保育者が行った援助の選択である。こ
れもまた，子ども理解の深まりによって変化し
たものと考えられる。『自分だけのテント作り』
では， I 保育者自らが子どもたちの良さを紹介
し，友達の輪を広げるような言葉かけが多く見
られた。しかし，写真投影法後のキャンプごっ
こでは子どもたちが自ら友達の良さに気づき，
関わっていけるような空間づくりがなされてい
た。子どもたちが撮影した写真から，友達に思
いが向く芽を感じたからこその援助だったと推
察される。

２．写真投影法による省察への影響
　子どもが撮影した写真には，日常の遊びの中
などで見られる子どもの姿や思いも映し出され
ると共に，普段見られない子どもの思いも映し
出される。前述の保育の循環に基づけば，保育
者は保育実践後に，保育記録を通した自己内省
察，他の保育者との保育カンファレンスを通し
た対保育者省察を通して，次の保育の構想にあ
たっているだろう。この２つの省察は，保育者
が子どもの姿から読み取った「自分の中の子ど
も理解」を記録や他者との対話によって相対化
して深める行為といえる。一方，写真投影法の
写真とその聴き取りによる省察は，保育者が子
どもの姿から読み取った「自分の中の子ども理
解」を子どもとの対話によって相対化する点が
異なる。この対子ども省察ともいえる特徴の違
う省察が加わり，これらが重なり合うことで，
より自分の中の子ども理解は深まりを得て，次
の保育の構想につながっていくのではないだろ
うか（図１）。
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　宮本ら（2017）は，写真投影法を用い，子
どもの遊び観を研究したことを通して，子ど
もたちが自分なりの視点を持って環境を捉え
ていたことが分かったと述べている。大人はど
うしても大人から見た子どもの遊びを捉えがち
であるため，子どもの思いを読み取ろうとしな
ければ，聞こうとしなければ見えない。本研究
では，写真投影法の実践を通して， I 保育者に
「子どもの声」を聴こうとする姿勢が生まれた
ことによって，「子どもの声」を聴くことがで
きた。そしてこれらが，子どもたちの思いと遊
びをつなげていく保育の構想を生んでいったの
だと思われる。

３．写真投影法の課題
　最後に，写真投影法の課題を述べる。
　第１に，時間のずれである。子どもによる写
真投影法と聴き取りの実践を行ってから， I 保
育者が「子どもの声」を読み取り，それらを保
育の中へと生かしていくまでに１週間のずれが
あった。子どもの遊びは日々変化していくもの
であり，その中での思いも変化していく。その
ことを踏まえると，この実践から保育に生かす
までの時間のずれは，子どもの遊びや思いに沿
うことができない場合もあるだろう。今回の観
察の中ではそのずれによる影響は見られなかっ
たが，実践を行う上で留意するべき点と言える
だろう。

　第２に，写真投影法では，子どもたちへの丁
寧な聴き取りも欠かせないことである。これま
で写真によって「子どもの声」が引き出される
こと，そして写真によって，保育者の「子ども
の声」を聴こうとする姿勢が生まれたこと，さ
らに子どもへの理解が深まったことを述べてき
た。しかし，これらのことは，子どもたちに対
する聴き取りも行い，写真と子どもたちの言葉
を組み合わせることによって，可能になったと
考えられる。子どもたちへの聴き取りには，写
真によって引き出された思いが言葉になって出
てきている部分もあった。写真から読み取れる
「子どもの声」と，写真によって引き出された
実際の「子どもの声」を合わせていくことで，
さらに子どもへの理解を深めることができるの
ではないだろうか。
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図１　写真投影法を加えた子ども理解と省察

た「友達の中で」というねらいを改めて明確にし、

子どもの思いに沿った遊びを考えられたのだろ

う。 
例えば、事例 5 にあるようにさんぽの音楽をか

けた場面では、自分だけのテントだけでなく、他

のテントにも目を向ける機会を作り、バーベキュ

ーごっこでは男女関係なく、みんなが遊べる場を

作ることが意識されていた。そしてキャンプごっ

こでは、子どもたちの間で友達同士の関わりが生

まれるように工夫がなされていた。これらのこと

は、写真投影法を通した子ども全員への理解を踏

まえた上での遊びの提案だったと考えられる。 
次に I 保育者が行った援助の選択である。これ

もまた、子ども理解の深まりによって変化したも

のと考えられる。『自分だけのテント作り』では、

I 保育者自らが子どもたちの良さを紹介し、友達

の輪を広げるような言葉かけが多く見られた。し

かし、写真投影法後のキャンプごっこでは子ども

たちが自ら友達の良さに気づき、関わっていける

ような空間づくりがなされていた。子どもたちが

撮影した写真から、友達に思いが向く芽を感じた

からこその援助だったと推察される。 
 

2. 写真投影法による省察への影響 
子どもが撮影した写真には、日常の遊びの中な

どで見られる子どもの姿や思いも映し出される

と共に、普段見られない子どもの思いも映し出さ

れる。前述の保育の循環に基づけば、保育者は保

育実践後に、保育記録を通した自己内省察、他の

保育者との保育カンファレンスを通した対保育

者省察を通して、次の保育の構想にあたっている

だろう。この 2 つの省察は、保育者が子どもの姿

から読み取った「自分の中の子ども理解」を記録

や他者との対話によって相対化して深める行為

といえる。一方、写真投影法の写真とその聴き取

りによる省察は、保育者が子どもの姿から読み取

った「自分の中の子ども理解」を子どもとの対話

によって相対化する点が異なる。この対子ども省

察ともいえる特徴の違う省察が加わり、これらが

重なり合うことで、より自分の中の子ども理解は

深まりを得て、次の保育の構想につながっていく

のではないだろうか（図 1）。 
 

 
図 1 写真投影法を加えた子ども理解と省察 
 
宮本ら(2017)は、写真投影法を用い、子どもの

遊び観を研究したことを通して、子どもたちが自

分なりの視点を持って環境を捉えていたことが

分かったと述べている。大人はどうしても大人か

ら見た子どもの遊びを捉えがちであるため、子ど

もの思いを読み取ろうとしなければ、聞こうとし

なければ見えない。本研究では、写真投影法の実

践を通して、I 保育者に「子どもの声」を聴こう

とする姿勢が生まれたことによって、「子どもの

声」を聴くことができた。そしてこれらが、子ど

もたちの思いと遊びをつなげていく保育の構想

を生んでいったのだと思われる。 
 
3. 写真投影法の課題 
最後に、写真投影法の課題を述べる。 
第 1 に、時間のずれである。子どもによる写真

投影法と聴き取りの実践を行ってから、I 保育者

が「子どもの声」を読み取り、それらを保育の中

へと生かしていくまでに 1 週間のずれがあった。

子どもの遊びは日々変化していくものであり、そ

の中での思いも変化していく。そのことを踏まえ

ると、この実践から保育に生かすまでの時間のず

れは、子どもの遊びや思いに沿うことができない

場合もあるだろう。今回の観察の中ではそのずれ
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